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１．地域福祉計画について 

地域福祉計画は、市が地域福祉推進の主体である地域住民等の参加を得て、地域生活課題を明らかにするとともに、その解

決のために必要となる施策の内容や量、体制等について、庁内、関係部局、多様な関係機関や専門職も含めて協議の上、目標を

設定し、計画的に整備していくことを内容とするものです。 
（厚生労働省「市町村地域福祉計画、都道府県地域福祉支援計画の策定ガイドライン」より） 

◎法的根拠 
地域福祉計画は社会福祉法第１０７条により、その策定が市町村の努力義務とされています。また、地域福祉活動計画は同法

第１０９条に基づく民間組織である社会福祉協議会が活動計画として策定するもので、本市では、現行計画より両計画を一体的

に策定しています。 

◎地域福祉計画の位置づけ   
福祉各分野における共通的な事項を記載する「上位計画」として位置づけられるものです。 
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２．第３期本庄市地域福祉計画・第３期本庄市地域福祉活動計画の策定にあたって 

平成３１年に策定した「第２期本庄市地域福祉計画・第２期本庄市地域福祉活動計画」の計画期間が令和５年度をもって終了と

なることから、令和６年度からの５年間を計画期間とする新たな「第３期本庄市地域福祉計画・第３期本庄市地域福祉活動計画」

を策定するものです。 

新たな計画の策定にあたっては、以下の点を考慮しながら計画の策定作業を進めていきます。 

 

 ◎誰もが役割を持ち、活躍できる「地域共生社会」の実現に向けて 

   ・少子化・高齢化、人口減少、生活様式の変化、デジタル化など、地域福祉を取り巻く社会情勢の変化への対応 

   ・家庭や地域の「支えあいの力」低下への対応 

   ・既存の制度や公的サービスでは対応が困難な課題への対応 

   ・各アンケート調査等により明らかになった課題や新たなニーズ等への対応 

  

 ◎地域福祉計画に盛り込むべき内容 

① 地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通して取り組むべき事項 

② 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項 

③ 地域における社会福祉を目的とした事業の健全な発達に関する事項 

④ 地域福祉に関する活動への住民の参加に関する事項 

⑤ 包括的な支援体制の整備に関する事項 
   (厚生労働省「市町村地域福祉計画、都道府県地域福祉支援計画の策定ガイドライン」より)   
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（厚生労働省「地域共生社会の実現に向けた重層的支援体制整備事業の実施について」より） 

 ◎「重層的支援体制整備事業」への対応 

   令和２年の地域共生社会実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律(改正社会福祉法)において、「重層的支援体制整備 

  事業」が創設され、令和３年４月１日より施行されました。 

①重層的支援体制整備事業創設の背景 

   地域住民が抱える課題が複雑化・複合化する中で、従来の属性別の支援体制では、複合課題や狭間のニーズへの対応が困難で 

あることから、属性を問わない包括的な支援体制を構築するため、それを円滑に実施できる仕組みが必要 

②重層的支援体制整備事業の概要(イメージ) 

 以下の事業が相互に重なり合いながら、市町村全体の体制として本人に寄り添い、伴走する支援体制を構築していく 

・相談者の属性、世代、相談内容に関わらず、包括的相談 

支援事業において相談を受け止め、必要に応じて多機関 

協働事業につなぎ、各支援機関が円滑な連携のもとで 

支援できるようにする 

 ・自ら支援につながることが難しい人へは、アウトリーチ 

  等を通じた継続的支援事業により、本人との関係性の 

  構築に向けて支援する 

 ・社会との関係性が希薄化しており、参加に向けて支援が 

  必要な人には参加支援事業を利用し、ニーズと地域資源 

  の調整をする 

 ・地域づくり事業を通じて住民同士のケア・支え合う関係 

  性を育むほか、社会的孤立の発生・深刻化防止を目指す 
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３．本庄市地域福祉計画・本庄市地域福祉活動計画の施策体系 （現行計画 P.53～P.59） 

   

（１）計画が目指す将来像 

◎本庄市の目指す将来の地域福祉の姿 

本庄市総合振興計画が掲げる本庄市の将来像「あなたと活かす みんなで育む 歴史と教育のまち 本庄 ～世のため、 

後のため～」を踏まえ、誰もが住み慣れた地域で安心して自立生活を営むことができる本庄市となるよう、「将来的に、 

日常生活圏域ごとに医療福祉の機能集約機関が設置され、個別支援と地域支援を一体的に行うとともに、小学校圏域 

等の小地域における住民主体の福祉組織が個別課題を発見し、対応していく姿を目指します」としています。 

 

   

将来像   「あなたと活かす みんなで育む 歴史と教育のまち 本庄 ～世のため、後のため～」 

政策大綱 （１）健康福祉分野 「みんなで支えあい、健やかにいきいきと暮らせるまち」 

・家庭と地域で支え合い、誰もが安心して子どもを生み育てることができるよう切れ目のない支援を行います 

・誰もが健やかで安心して暮らせるように、健康づくりの支援体制や医療・福祉・介護の充実を図るとともに、 

 年齢や障害の有無にかかわらず地域で支えながらいきいきと暮らせるまちを目指します 

地域福祉の推進 めざす姿 

・誰もが住み慣れた地域社会の中で、助け合い、支え合いながら自分らしくいきいきとくらしています 

・行政と関係機関・団体、地域住民等が共に協働しながら、地域の諸課題を解決する体制が整っています 

 

 

 

【参考】本庄市総合振興計画（基本構想：平成３０年度～令和９年度、後期基本計画：令和５年度～９年度） 
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（２）計画の基本理念とロードマップ 

    ◎基本理念 「みんなで支えあう 思いやりのあるまち 本庄 ～安心と共生のまちづくり～」 

    ◎ロードマップ 

「本庄市の目指す将来の地域福祉の姿」をゴール(目標)として、どのような段階や道筋を踏んで実現していくかを 

表したもので、社会情勢の変化や法改正等により見直しを行うこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

   （3）計画の施策体系図 

     現行計画の施策体系は以下の通りですが、「２．第３期本庄市地域福祉計画・第３期本庄市地域福祉活動計画の策定 

にあたって」で示した内容等を踏まえ、必要な見直しを行いながら新たな計画の施策体系を構成することとします。 
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４．今年度の策定スケジュール（予定） 

 

 
 

※上記は現時点の予定のため、今後の状況により変更となる場合があります。 
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【参考】 計画策定に係るこれまでの実施状況 

●基礎調査 

（アンケート） 

調査種別 調査対象 配布数 回収数 実施時期 

市民アンケート １８歳以上の市民（無作為抽出） 3,000 1,296 令和 4年 11月 

自治会アンケート 本庄市内の自治会 85 63 令和 4年 12月 

民生委員・児童委員アンケート 本庄市内の民生委員・児童委員 179 154 令和 4年 12月 

ボランティア団体アンケート 本庄市内のボランティア団体 65 48 令和 4年 12月 

事業所アンケート 市民を対象に福祉サービスを提供する事業所 3３ 25 令和 4年 12月 

庁内アンケート 庁内関係各課 44 44 令和 4年 12月 

（ヒアリング） 

調査種別 対象事業所数 実施時期 備考 

地域包括支援センター 4事業所 

令和 5年 3月 
事前に実施した事業所調査にご回答いただいた事業所の

中から事業所を選びヒアリングを実施しました。 

居宅介護支援事業所 2事業所 

障害者相談支援事業所 1事業所 

障害者支援施設 1事業所 

子育て支援センター 2事業所 

医療機関（地域連携室） 1病院 

社会福祉協議会 1事業所 

（懇談会等） 

名称 実施単位 参加対象 実施時期 実施内容 

地域福祉懇談会 
小学校区 

（13小学校区） 
該当する小学校区に在住・在勤・在学の方 令和４年１１月 

参加者が少人数のグループに分かれ、

地域課題に対して自分たちができるこ

とに関するアイデアや意見を出し合い

ました。 
次世代地域づくり会議 

中学校区 

（4中学校区） 

該当する地区の中学校に在学する中学生、

市内高等学校に在学する高校生 
令和４年１２月 
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●地域福祉検討会議 

名称 実施日 議題 

第 1回地域福祉検討会議 令和 4年 8月 23日 ・「ふくしの杜ほんじょうプラン２１」令和３年度進捗管理シートについて 

第 2回地域福祉検討会議 令和 4年 9月 22日 
・第３期地域福祉計画・第３期地域福祉活動計画の策定に係る概要について 

・第３期地域福祉計画・第３期地域福祉活動計画の策定に係る基礎調査について 

第 3回地域福祉検討会議 令和 5年 2月 16日 

・第３期地域福祉計画・第３期地域福祉活動計画の策定に係る各種基礎調査（市民アン

ケート、事業所調査、懇談会の結果報告）について 

・第３期地域福祉計画・第３期地域福祉活動計画の策定に係る庁内調査について 

●地域福祉審議会 

名称 実施時期 議題 

第 1回地域福祉審議会 令和 4年 10月 3日 

・本庄市地域福祉審議会及び本庄市地域福祉推進委員会の運営方法（案）について 

・「ふくしの杜ほんじょうプラン２１」(本庄市地域福祉計画及び本庄市地域福祉活動計

画)令和３年度取組状況について 

・第３期本庄市地域福祉計画・第３期地域福祉活動計画策定に係る基礎調査「市民アン

ケート」について 

・第３期本庄市地域福祉計画・第３期地域福祉活動計画策定に係る基礎調査「懇談会」

について 

第 2回地域福祉審議会 令和 4年 10月 28日 

・第３期本庄市地域福祉計画・第３期地域福祉活動計画の策定に係る基礎調査（自治会

アンケート、民生委員・児童委員アンケート、ボランティア団体アンケート、事業所調査、

庁内関係課調査）について 

 

 


